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○今後10年程度で重点的に地先の危険度を低減する区間を設定し、治水対策を推

進。

【危険度の把握・公表】

○現在及び10年後の流域毎の危険度評価結果や危険度の低減に向けた治水対策の

進め方について、HP等を用いて広く公表し、府民に地先（自分）の浸水の危険

性を知ってもらう。

【危険度の把握・公表、「治水対策の進め方」レビュー】

○治水対策実施後の危険度を把握し、府民に広く公表。

○危険度評価結果により、必要に応じて治水手法や優先順位付けを変更。
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3.4　総合的・効果的な治水対策の実施
（1）治水対策の進め方
効果的な治水対策の進め方については、流出抑制、治水施設の保全・整備、耐水型都市づくり、情報伝達・避難を効果的に組合せた10年間の行動計画を作成してPDCAサイクルにより適宜改善を行いながら、図-15に示すように治水対策を実施する。
なお、治水施設の保全・整備については、今後10年程度で重点的に地先の危険度の低減を行う区間の優先順位付けを、図-16に示す評価フローにより順次進める。

図-15　治水対策の進め方
（2）優先順位付け

3.2で実施した地先の危険度評価結果を用いて、河川の優先度を図-16に示すフローにより評価する。
＜Step1＞

○各河川の流域内で最も危険度の高い地先にあわせ、河川をランクＡ,Ｂ,Ｃに分類。
（例）最も高い危険度がⅢの河川⇒ランクＡ
最も高い危険度がⅡの河川⇒ランクＢ

＜Step2＞
○各河川の地先の危険度評価結果や河川巡視点検結果より、以下のような区間を抽出。
・各河川で治水対策が特に必要な区間
・護岸の老朽化や河床低下等に対する治水機能の保全対策（図-17参照）が必要な区間
※治水機能の保全対策が必要な区間は、ランクを1ランクアップする
＜Step3＞
○Step1で分類した各ランク別に、各河川の被害発生危険値により評価し、ランクＡ,Ｂの順に事業を実施していく。なお、ランクＡ,Ｂ,Ｃにかかわらず時間雨量50ﾐﾘ対策は最低限確保することとして、予算等を考慮し、優先順位を考え政策決定していく。
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＜Step1＞
現況の地先の危険度により、各河川をランクＡ,Ｂ,Ｃに分類。

＜Step2＞
各河川で治水対策が特に必要な区間、護岸の老朽化や河床低下等に対する治水機能の保全対策が必要な区間を抽出。

※治水機能の保全対策が必要な河川の区間は1ランクアップ。

＜Step3＞
被害発生危険値の大きさにより、各ランク別に優先度を評価。

○被害発生危険値とは氾濫解析結果による想定被害額の期待値であり、
以下の手法により算定する。
（降雨発生確率: 1/10）×（ 1/10の想定被害額）

（降雨発生確率: 1/30）×（ 1/30の想定被害額）

（降雨発生確率:1/100）×（1/100の想定被害額）

（降雨発生確率:1/200）×（1/200の想定被害額）



河川（治水対策が必要な区間）の優先順位付け
図-16  優先度評価フロー
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今後の治水対策の進め方（平成22年6月）＜抜粋＞
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